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一
月
十
四
日

(

月
祝
日)

祢
津
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
時
四
十
五
分

よ
り
予
選
二
ゲ
ー
ム
で
開
始
さ

れ
、
館
内
は
参
加
し
た
多
く
の

子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、
と

て
も
賑
や
か
な
大
会
で
し
た
。

決
勝
戦
は
二
時
五
十
分
よ
り
予

選
同
様
二
ゲ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

一
学
年
の
部
、
二
・
三
学
年
の

部
、
四
・
五
・
六
学
年
の
部
と

三
階
級
に
分
け
て
表
彰
し
ま
し

た
。

今
回
感
じ
た
こ
と
は
、
日
頃
よ

り
各
家
庭
で
カ
ル
タ
を
し
て
い

る
こ
と
で
、
読
み
手
の
初
め
で

も
す
ぐ
に
取
り
に
行
く
素
早
さ

が
あ
り
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
方
言
も
だ
ん
だ
ん

使
わ
れ
な
く
な
る
も
の
で
す
が
、

先
人
の
作
ら
れ
た
方
言
カ
ル
タ

と
共
に
、
祢
津
の
方
言
が
語
り

継
が
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
三
十
年
十
月
二
十
日
（
土
）
、

東
町
を
中
心
と
し
て
史
跡
巡
り

を
兼
ね
て
祢
津
地
区
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
性
を
生
か
し
、
長
命
寺
を
は

じ
め
と
し
東
町
に
点
在
す
る
史
跡

の
説
明
を
祢
津
地
区
案
内
人
に
お

聞
き
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

改
め
て
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩

い
て
い
る
と
、
変
わ
ら
ず
そ
こ
に

佇
ん
で
い
る
建
物
や
石
碑
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
変
わ
り
ゆ
く
風
景
の

中
に
悠
久
の
歴
史
の
長
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
史
跡
巡
り
に
先
立
ち
、
身

体
教
育
医
学
研
究
所
の
横
井
先
生

よ
り
「
骨
ス
ト
レ
ッ
チ
」
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
骨
ス
ト
レ
ッ
チ
」
は
親
指

（
ブ
レ
ー
キ
）
と
小
指
（
ア
ク
セ

ル
）
を
つ
な
い
で
輪
を
作
っ
た
り

抑
え
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

体
を

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
す
る
コ
ツ
。

体
の
力
を
抜
い
て
緩
め
る
こ
と
。

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
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祢津地区の健康を学ぶ講座（生活福祉部会）

1月29日（火）祢津公民館で祢津地区保健補

導委員会との共催行われました。

37名の皆さんがさんかされ、祢津地区住民の

の健康統計の説明を聞いた後、3人づつに分か

れて簡単なワークショップを行い、その後スロー

ジョギングと簡単なストレッチの実技を全員で

行いました。 皆さんとてもよかったと（感想）
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冬
の
良
く
晴
れ
た
日
、
午
前
中

に
祢
津
城
山
に
登
り
ま
し
た
。

我
が
家
か
ら
は
十
五
分
ほ
ど
で

頂
上
ま
で
上
が
れ
ま
す
。
こ
こ

か
ら
は
遠
く
の
山
々
が
く
っ
き

り
と
見
え
ま
し
た
。

南
佐
久
の
山
々
と
八
ヶ
岳
の

間
に
雪
を
戴
い
た
富
士
山
が
遠

望
で
き
ま
す
。
八
ヶ
岳
の
右
端

に
丸
い
山
頂
の
蓼
科
山
、
更
に

西
に
は
美
ヶ
原
が
迫
り
ま
す
。

そ
の
右
端
奥
か
ら
槍
ヶ
岳
か

ら
始
ま
る
雪
を
か
ぶ
っ
た
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
が
鹿
島
槍
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
景
色
が
祢
津
城
山
か
ら
見

ら
れ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
暖

か
い
日
を
選
ん
で
こ
の
季
節
の

城
山
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
上
信
越
自
動
車
道
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
眼
下
に
見

ら
れ
ま
す
し
、
扇
状
地
に
広
が

る
水
田
も
、
春
に
は
水
を
張
っ

た
き
ら
き
ら
光
る
水
面
、
秋
に

は
黄
金
色
の
輝
き
な
ど
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
清
々
と

し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
で
す
。

季
節
を
問
わ
ず
何
回

で
も
登
り
ま
し
ょ
う
。

登
り
道
に
は
季
節
に
応

じ
、
様
々
な
草
花
も
見

ら
れ
ま
す
。
山
頂
に
は

訪
れ
た
記
念
に
記
帳
す

る
ノ
ー
ト
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。
（
方
位
板
の

下
に
収
納
し
て
あ
り
ま

す
）
登
山
口
駐
車
場
か

ら
、
た
っ
た
十
分
で
山

頂
で
す
。

東
御
市
を
眼
下
に
見

る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

冬
の
良
く
晴
れ
た
日
、
午
前
中

に
祢
津
城
山
に
登
り
ま
し
た
。

我
が
家
か
ら
は
十
五
分
ほ
ど
で

頂
上
ま
で
上
が
れ
ま
す
。
こ
こ

か
ら
は
遠
く
の
山
々
が
く
っ
き

り
と
見
え
ま
し
た
。

南
佐
久
の
山
々
と
八
ヶ
岳
の

間
に
雪
を
戴
い
た
富
士
山
が
遠

望
で
き
ま
す
。
八
ヶ
岳
の
右
端

に
丸
い
山
頂
の
蓼
科
山
、
更
に

西
に
は
美
ヶ
原
が
迫
り
ま
す
。

そ
の
右
端
奥
か
ら
槍
ヶ
岳
か

ら
始
ま
る
雪
を
か
ぶ
っ
た
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
が
鹿
島
槍
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
景
色
が
祢
津
城
山
か
ら
見

ら
れ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
暖

か
い
日
を
選
ん
で
こ
の
季
節
の

城
山
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
上
信
越
自
動
車
道
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
眼
下
に
見

ら
れ
ま
す
し
、
扇
状
地
に
広
が

る
水
田
も
、
春
に
は
水
を
張
っ

た
き
ら
き
ら
光
る
水
面
、
秋
に

は
黄
金
色
の
輝
き
な
ど
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
清
々
と

し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
で
す
。

季
節
を
問
わ
ず
何
回

で
も
登
り
ま
し
ょ
う
。

登
り
道
に
は
季
節
に
応

じ
、
様
々
な
草
花
も
見

ら
れ
ま
す
。
山
頂
に
は

訪
れ
た
記
念
に
記
帳
す

る
ノ
ー
ト
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。
（
方
位
板
の

下
に
収
納
し
て
あ
り
ま

す
）
登
山
口
駐
車
場
か

ら
、
た
っ
た
十
分
で
山

頂
で
す
。

東
御
市
を
眼
下
に
見

る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

22

祢
津
城
山
（
下
の
城
）か

ら
の
眺
め

（
会
長

別
府
）

祢
津
城
山
（
下
の
城
）か

ら
の
眺
め

（
会
長

別
府
）

太
郎
山
（11

64

ｍ
）-

--
--
-
--
--

-

五
竜
岳
（28

1
4

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
-

八
峰
キ
レ
ッ
ト-

--
--

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
-

鹿
島
槍
ヶ
岳
北
峰
（2

8
42

ｍ
）-

--
--

--
-
--
--

鹿
島
槍
ヶ
岳
南
峰
（2

8
89

ｍ
）-

--
--

--
-
--
--

虚
空
蔵
山
（10

69

ｍ
）-

--
-
--
--

--
-
--

冠
着
山
（12

52

ｍ
）-

--
--
-
--
--

--
-
--

--

爺
ヶ
岳
北
峰
（2

63
1

ｍ
）--

--
-
--

--
--
-
--
--

爺
ヶ
岳
中
央
峰
（2

66
9

ｍ
）--

-
--

--
--
-
--
--

爺
ヶ
岳
南
峰

--
--

-
--

--
--
-
--
--

剱
岳
（29

98

ｍ
）
頭
だ
け--

--
-
--

--
--
-
--
--

-

岩
小
屋
沢
岳
（2

63
0

ｍ
）--

--
-
--

--
--
-
--
--

八
頭
山
（12

04

ｍ
）-

--
-
--
--

--
-
--

--
--

-

立
山
別
山
（2

87
4

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--
--

-

鳴
沢
岳
（26

4
1

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
--

-

赤
沢
岳
（26

7
7

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
--

立
山
富
士
ノ
折
立
（2

9
99

ｍ
）
頭
だ
け-

-
--
--

立
山
雄
山
（2

99
1

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--
--

-

大
林
山
（13

33

ｍ
）-

--
--
-
--
--

--
-
--

--
--

蓮
華
岳
（27

9
8

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--

針
ノ
木
岳
（2

82
0

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--

太
郎
山
（11

64

ｍ
）-

--
--
-
--
--

-

五
竜
岳
（28

1
4

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
-

八
峰
キ
レ
ッ
ト-

--
--

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
-

鹿
島
槍
ヶ
岳
北
峰
（2

8
42

ｍ
）-

--
--

--
-
--
--

鹿
島
槍
ヶ
岳
南
峰
（2

8
89

ｍ
）-

--
--

--
-
--
--

虚
空
蔵
山
（10

69

ｍ
）-

--
-
--
--

--
-
--

冠
着
山
（12

52

ｍ
）-

--
--
-
--
--

--
-
--

--

爺
ヶ
岳
北
峰
（2

63
1

ｍ
）--

--
-
--

--
--
-
--
--

爺
ヶ
岳
中
央
峰
（2

66
9

ｍ
）--

-
--

--
--
-
--
--

爺
ヶ
岳
南
峰

--
--

-
--

--
--
-
--
--

剱
岳
（29

98

ｍ
）
頭
だ
け--

--
-
--

--
--
-
--
--

-

岩
小
屋
沢
岳
（2

63
0

ｍ
）--

--
-
--

--
--
-
--
--

八
頭
山
（12

04

ｍ
）-

--
-
--
--

--
-
--

--
--

-

立
山
別
山
（2

87
4

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--
--

-

鳴
沢
岳
（26

4
1

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
--

-

赤
沢
岳
（26

7
7

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--
--

立
山
富
士
ノ
折
立
（2

9
99

ｍ
）
頭
だ
け-

-
--
--

立
山
雄
山
（2

99
1

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--
--

-

大
林
山
（13

33

ｍ
）-

--
--
-
--
--

--
-
--

--
--

蓮
華
岳
（27

9
8

ｍ
）-

-
--

--
--

-
--

--
--
-
--

針
ノ
木
岳
（2

82
0

ｍ
）
頭
だ
け-

--
--

--
-
--

城山頂上から見える北アルプス北部（後立山連邦）城山頂上から見える北アルプス北部（後立山連邦）

大
天
井
岳

東
天
井
岳--

槍
ヶ
岳--

-

横
通
岳--

--

中
岳-

-
--

-

常
念
岳--

-

前
常
念

北
穂
高
岳-

涸
沢
岳--

-

奥
穂
高
岳-

前
穂
高
岳-

大
明
神
岳
（
塩
田
）-

-

西
穂
高
岳--

--

大
天
井
岳

東
天
井
岳--

槍
ヶ
岳--

-

横
通
岳--

--

中
岳-

-
--

-

常
念
岳--

-

前
常
念

北
穂
高
岳-

涸
沢
岳--

-

奥
穂
高
岳-

前
穂
高
岳-

大
明
神
岳
（
塩
田
）-

-

西
穂
高
岳--

--

城 山城 山

蓼科山～インター蓼科山～インター

北アルプス最南部北アルプス最南部

産
業
経
済
部
会
で
は
、
毎
年

恒
例
の
地
元
農
産
物
直
売
フ
ェ

ア
を
東
部
湯
の
丸
Ｓ
Ａ

上
り
線

で
、
平
成
三
十
年
十
月
七
日
か

ら
十
一
月
四
日
の
五
週
に
渡
り

十
日
間
開
催
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